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リンゴ `ふ じ'に おける外部裂果発生の少ない着色系統
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1  1ま  じ め  に

(財 )青森県 りん ご協会で選抜 した `ふ じ'の着

色系統 (以 下,協会選抜系統 とす る)は他の系統の

長ふ 6号や三島系 より外部裂果 (つ る割れ)が少な

い といわれている。そのため,こ の裂果発生状況に

ついて現地調査 し,他系統 との外部裂果発生の差異

を確認 したのでここに報告す る。

2 試 験 方 法

現地における `ふ じ'の着色系統の外部裂果発生

状況について,2002年 か ら2005年 までの 4カ 年 にわ

た り,以下の とお り現地調査 した。

調査時期 は収穫のおよそ 10日 前頃の 10月 下旬頃 と

し,外部裂果発生状況は各調査樹の地上1 5rn程 度以

下に着果 している果実 (1樹 当た り約 100果 )を対象

に外部裂果の裂開幅別に (裂果程度を裂開の最大幅

で,無 , l mm以 下, 1～ 3 mm, 3 mm以 上に区分)の

果実を調査 した。

2002年 は,弘 前市蒔苗 (22年 生のマルバカイ ドウ

台樹)1園 地,常盤坂 (高 接ぎ 8年生のマルバ台樹

と 5年生のM26/マルバカイ ドウ台樹)2園 地,高

杉 (6年 生のM26/マルバカイ ドウ台樹)1園 地の

計 4園地において,協会選抜系統 と他の着色系統 (普

通系,長ふ 6号)の 外部裂果発生状況 を調査 した。

2003年 は,弘前市蒔苗の園地において,協会選抜

系統及び長ふ 6号 (有袋 と無袋 ,いずれ もマルバカ

イ ドウ台樹 ,23年生,各 2樹 )の外部裂果発生状況

を調査 した。

2004年 は,弘前市蒔苗,下湯 口,糠坪,相馬村五

所,黒石市留岡,五所川原市前田野 日,弘前市折笠 ,

岩木町五代の計 8園地において,協会選抜系統 と他

の着色系統 (長 ふ 6号 ,三 島系)の外部裂果発生状

況を調査 した。調査樹数は,弘前市蒔苗の園地が各

系統 4樹ずつ,他の園地では各系統 3樹ずつ とした。

2005年 は,弘前市蒔苗,糠坪,折笠,黒石市留岡 ,

五所川原市前 田野 日,岩木町五代,相 馬村五所の計

7園 地において,協会選抜系統 と他 の着色系統 (長

ふ 6号,三島系)について,外部裂果発生状況 を調

査 した。調査樹数は,各系統 3樹ずつ とした。

3 調査結果及び考察

(1)2002年

協会選抜系統の外部裂果発生率はNo 4の わい化園

においては 5%で ,他 の系統 (長 ふ 6号 )の約 1/
7と 大幅に少なかつた。他の 3園地では他の系統 (普

通系,長 ふ 6号 )の 7～ 8害」程度の発生率で,低い

傾 向にあつた。外部裂果発生が多かつたNo 4の 園地

の長ふ 6号では裂開幅 3 mm以 上の割合が 6割 を占め

た (図 1)。

(2)2003年

協会選抜系統の外部裂果発生率は, 有袋栽培では

05%で 長ふ 6号の約 1/3,無 袋栽培では15%で
長ふ 6号の約 1/5で ,低い傾向にあつた (図 2)。

(3)20044「

協会選抜系統 と長ふ 6号 の外部裂果発生率を比較

す ると,協会選抜系統 は 1～ 14%(平 均 6%)で 長

ふ 6号 の 5～ 22%(平均 13%)に 比べて低かつた。

また,協会選抜系統 と二島系の発生率を比較す ると,

協会選抜系統は 0～ 3%(平 均 2%)で 三島系の 4

～ 6%(平 均 5%)に 比べてやや低い傾 向が見 られ

た。外部裂果発生率が 10%を 超 える樹では,裂開幅

3 mm以 上の割合が約 5害」を占めた (図 3)。

(4)2005年

系統別 の外部裂果率は,協会選抜系統が 2～ 12%

(平均 5%),長 ふ 6号が 3～ 14%(平 均 9%),三

島系が 2～ 27%(平均 16%)で あつた。N03と No 4

の園地の外部裂果率は,協会選抜系統,長ふ 6号
,

三島系のいずれの系統 とも他の園地 よ り低かつた。

外部裂果発生率が 10%以 上の高い樹では裂開幅 3 mm

以上の割合が 4～ 7害1を 占めた (図 4)。
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図 1 系統間における外部裂果率の比較 (2002年 )

注)有意性 :χ '検定により**は 1%水 準で有意差あ り。
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図2 系統間における外部裂果率の比較 (2003年 )

注)有意性 :nsは χ'検定により有意差なし。

図 4 系統間における外部裂果率の比較 (2005年 )

注)有意性 :χ 2検
定により*は 5%水準で有意差あ り。

(5)以 上か ら,協会選抜系統の外部裂果の発生は,普
通系や長ふ 6号 ,三島系より少ないと思われた。

同 じ系統においても園地間での外部裂果発生率が

大きく異なることか ら,土壌や気象な どの環境条件

あるいは栽培管理など,なん らかの園地条件が裂果

発生に大 きく影響 していると考 えられた。 これ らの

相違についてさらに検討す る必要がある。

なお,協会選抜系統の果実は,外観的に他の系統

よ りも果梗がやや太 く,梗 あ部の窪みが浅い傾 向に

あ り (写 真 1), この形態の違いが外部裂果発生の多

少 に関係 しているのではないか と推測 された。今後

この少ない要因の解明も必要 と思われる。

4 ま と め

2002年 か ら2005年 までの 4カ年 ,延べ20園 地につ

いて `ふ じ'の外部裂果の発生状況 を現地調査 した

結果,協会選抜系統の外部裂果発生率は,普通系や

長ふ 6号,三島系 より低い傾 向が認 められた。その

場合,外部裂果の発生の少ない年や少ない園地では

系統による差は小 さいが,発生の多い年や多い園地

では,協会選抜系統が他系統の長ふ 6号や二島系よ

り少なかつた。 また,外部裂果発生率が高 くなると

裂開幅 3 mm以 上の大きい外部裂果の占める害1合が多

かった。
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図3 系統間における外部裂果率の比較 (2004年 )

注)有意性 :χ
2検

定により■は 5%水準で有意差あり。
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写真 1 協会選抜系統 (左 )と 普通系 (右 )
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